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高い教養を身l乙

昭和 51年 1月20日

健康なからだをつくり、

つける。趣味を高め、うるおいのある生活をする。
O 郷土の芸術を育て、文化財を大切にする。

伏洲市民憲章)

第 239号

20，170人

(1) 

市の人口(1月 l日)

人口 38，560人
男 18，390人女

世帯数 10，520世帯
面積 240.93平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集企画広報課
4期圏定資産税2月の納税
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一

乙

の

届

出

を

怠

る

と

、

処

罰

さ

れ

る

一

的
、
国
内
的
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
一
そ
の
た
め
、
民
生
児
童
委
員
、
老
人
一
昭
和
五
十
一
年
度
分
市
県
民
税
の
申
一
給
与
支
払
い
報
告
警
の
提
出
が
あ
っ
一
乙
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
気
を
つ
行
て
く
育
会
社
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
す
ぐ

応
し
て
長
期
的
な
ピ
ジ
ョ
ジ
を
立
て
計
一
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談
員
、
母
子
、
身
障
相
談
員
や
亀
一
告
震
が
近
づ
き
ま
し
た
。
一
た
人
。
一
だ
さ
い
o

一
か
け
直
し
で
も
相
手
に
つ
な
が
る
率
は

画
的
に
施
策
す
べ
き
も
の
と
芝
、
現
一
祉
委
員
の
皆
さ
ん
、
福
祉
関
係
諸
団
体
一
こ
の
申
告
は
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市
が
皆
さ
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の
税
金
一
伺
税
務
署
〈
確
定
印
告
書
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提
出
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一
学
生
生
徒
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住
所
に
つ
い
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一
五
パ

1
セ
ジ
ト
と
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す

一人

5
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
在
と
い
う
言
、
も
っ
と
簡
単
な
言
一
的
行
動
原
理
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
豪
雪
量
計
画
を
総
合
的
に
樹
立
一
と
密
室
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
み
ん
一
(
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
)
を
一
た
人
。
一
勉
学
の
た
め
、
下
宿
な
ど
に
居
住
す
一
川
い
戸
一
滑
な
九
O
パ
セ
シ
ト
も

き
な
い
世
の
中
で
す
の
で
、
吉
他
人
一
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
一
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
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で
あ
り
ま
す
。
一
な
の
し
あ
わ
せ
を
一
人
一
人
が
円
分
の
一
計
算
す
る
と
き
の
重
要
な
資
料
と
な
る
一
叫
す
で
に
申
告
相
談
を
す
ま
さ
れ
た
一
る
方
の
住
所
は
、
通
学
で
き
る
地
哲
也
一
て
お
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わ
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ど

が
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~

川

一

晴

沼

市

ね
ば
伝
ら
な
い
の
は
議
の
こ
と
で
一
と
は
「
し
あ
わ
せ
」
、
「
幸
福
」
と
で
一
な
ら
ば
し
あ
わ
せ
の
条
件
整
備
が
福

τめ老人
ホ
l
ム
の
増
設
、
精
旦
動
す
る
福
祉
」
そ
れ
が
一
九
七
年
一
一
一
一
月
十
宣
目
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
一
今
年
も
公
平
な
税
務
長
寿
?
っ
た
一
に
な
り
ま
す
。
、
同
一
共
闘
葬
品
患
の
お
礼

す
。
そ
し
て
、
福
祉
の
施
策
と
い
え
ど
一
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
今
後
、
福
祉
と
祉
施
策
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
十
弱
者
(
児
)
施
設
の
移
設
、
増
設
、
同
一
の
真
の
福
位
で
あ
り
、
将
来
へ
の
第
こ
っ
た
り
、
申
告
書
に
記
入
も
れ
な
ど
が
一
め
、
す
で
に
閉
告
義
務
者
に
豆
専
へ
書
一
レ
た
が
っ
て
、
京
学
中
、
休
学
し
一

も
社
会
の
麿
史
的
発
民
、
喜
の
発
展
一
り
つ
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が
出
で
き
た
ら
単
刀
直
入
に
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が
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県
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責
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あ
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吉
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ん
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忠
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ま
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号
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入
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昭
和
宣
左
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同
募
金
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と
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わ
り
合
い
が
で
き
る
と
一
に
思
い
ま
す
。
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葉
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健
全
財
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員
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、
昭
和
五
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③
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物
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、
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昭
和
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こ
と
一
十
五
度
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学
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と
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康
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あ
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、
学
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住
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い
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F
金
含
は
全
喜
媛
警
閑
共
首
阿
募
霊
金
会
受
へ
納
契
入
一

十
文
八
年
告
は
福
霊
社
器
維
語
新
、
福
宮E仙位
一
兄
年
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上L
の
乙
ふ

υUγ狩
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詰
詞
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お
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老
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十
一γ乙と
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健
康
震
保
険
制
度
が
改
善

L
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
望
媛
県
奨
学
生
で
な
い
者
一
得
金
額
が
あ
る
人
。
一
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
o

一
と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
重
一
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
と
と
に
ど
喜
一

伝
わ
れ
、
そ
れ
以
来
、
新
し
円
制
度
一
喜
一
つ
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、
と
一
れ
、
更
に
国
民
医
療
制
度
が
委
し
て
一
一
、
募
集
会
一
教
育
委
員
会
で
は
、
重
量
皇
制
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
一
ま
た
、
転
入
、
警
な
ど
に
よ
り
申
一
人
権
相
執
日

2
5日
月

時

t
語

一

申

し
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げ

ま

す

。

一

が
つ
く
ら
れ
た
り
、
そ
れ
ま
で
に
つ
く
ー
す
る
と
、
老
人
福
祉
法
そ
自
己
中
心
一
実
医
療
、
零
歳
児
医
療
、
夏
皇
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
奨
学
生
一
員
会
の
選
考
を
号
、
採
用
候
補

i
金

額
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農

業

、

営

業

、

妻

、

亘

書
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け
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っ

て

い

な

い

方

は

、

市

一

と

き

一

な

お

県

共

同

募

金

会

話

入

い

た

し

一

ら
れ
高
度
の
主
な
ど
国
民
主
に
考
え
て
福
祉
に
反
す
る
一
声
動
が
生
一
障
害
者
医
療
、
母
子
入
院
医
療
が
五
一
決
定
竹
一
一
月
末
日
ま
で
に
美
雪
一
産
な
ど
)
が
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
あ
一
税
務
課
ま
た
は
、
連
絡
所
に
申
告
用
紙
一
と
こ
ろ
旧
日
時
間
引
け
い

iま
し
た
裏
金
は
、
主
十
一
何
度
は
じ
め
一

の

前

進

が

図

ら

れ

て

き

ま

レ

た

。

一

じ

た

り

し

ま

す

が

、

要

は

老

人

の

し

あ

一

化

さ

れ

た

事

は

喜

ば

し

い

限

り

で

す

。

一

十

五

人

一

通

じ

て

通

知

し

ま

す

。

↑

る

人

。

一

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

お

受

け

取

り

申

告

一

一

に

そ

の

大

半

の

配

空

間

7

け
て
、
犬
洲
一

こ
ろ
が
、
現
在
の
福
祉
行
政
ム
わ
せ
を
守
る
こ
と
だ
と
正
レ
く
理
解
す
一
し
か
し
、
乙
の
す
ば
ら
し
い
制
度
も
国
一
大
差
奨
学
生
五
人
一
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
教
委
学
一
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
一
し
て
く
だ
さ
い
。
ー
ご
と
相
談
目
」

6
時
一
学
問
な
ど
市
内
の
各
施
設
や
め
ぐ
ま
れ
一

ず
し
も
完
ぺ
き
な
も
の
で
は
な
く
、
福
一
れ
ば
、
お
の
ず
と
明
確
に
な
り
行
動
の
一
民
一
人
一
人
が
向
覚
し
な
け
れ
ば
制
度
一
一
一
、
貸
与
月
額
一
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
一

ω
給
与
の
み
の
所
得
で
事
業
所
か
ら
一
そ
の
他
詳
し
い
と
と
は
、
市
税
務
課
一
と
き

2
月
2
日

記

11
一
な
い
人
た
ち
に
贈
ら
れ

50

一

祉
見
直
し
き
、
い
ろ
い
ろ
な
主
基
準
が
は
っ
き
り
レ
て
く
る
の
で
は
な
一
色
を
つ
ぶ
し
て
い
く
と
い
う
愚
を
一
高
等
学
校
等
奨
学
生
五
千
円
一

l

i

l

i

-

-

一

へ

お

問

い

合

わ

せ

ノ

ふ

さ

い

。

て

2
見

日

P

一

!

た

だ

き

ま

し

た

i

や
批
判
が
各
方
面

2さ
れ
て
土
い
で
し
ょ
う
か
o

児
童
福
祉
し
か
り
一
お
か
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ぉ
互
の
回
一
大
学
等
き
五
円
一
こ
れ
は
一
月
ム
一
月
の
青
少
年
専
一
時
に
は
巨
態
度
で
接
す
る

E
i
-
-

一

グ

2
3
0
一
の
か
た
が
た
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
一

後
改
善
す
べ
き
は
改
善
レ
、
更
に
充

i
身
体
障
喜
福
祉
し
か
り
、
平
福
一
覚
と
努
力
が
必
要
で
す

G
E
E
-一
一

、

資

格

一

る

県

民

運

動

の

ス

ロ

1
ガ

ジ

で

す

。

一

忠

れ

で

は

な

り

ま

せ

ん

。

一

住

斤

バ

変

わ

っ

一

と

一

一

ろ

U
旧
日
会
幹
わ
社
会

L
2厚く
お
礼
申
句
申
し
上
げ
ま
す
o

一

強
化
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
忠
一
社
レ
か
り
叫

J12翠レ
か
一
初
教
育
の
必
要
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
①
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
て
の
連
動
は
「
恕
ょ
バ
伸
ば
そ
う
一
言
で
も
青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
一
一

f
f一
士

一

zhz事務
室

i

一

犬

洲

市

共

同

Z
E

M--山
山
市
山
一
一
号
越
時
一
一
一
一
昨
日
目
k
u
u
i
v
L盟
主
計
計

一

M
U
-
-
山柵一一一一一一一…一一~一一一一一一一一一一一山市町
p
h
i
-
-

一一一一十一…一一…一一一…一一日一

一
線
努
も
の
で
す
。
一
震
に
あ
っ
た
置
の
推
進
や
ら
一
場
合
は
十
四
日
以
内
に
必
ず
次

L
ま
す
O

一
子
ど
も
が
起
き
て
動
い
て
い
る
時
は
一

恒
例
の
寒
中
茶
室
一
月
十
一
ど
五
十
四
人
が
参
加
雪
ど
民
主
一
物
静
物
偽
物
拍
甘
い
と
い
一
頭
理
な
ど
を
し
て
い
ま
す
o

一
を
レ
で
く
だ
さ
い
。
冨
山
に
必
要
な
も
一
と
ζ
ろ

市

民

会

館

一

土

ハ

度

か

ら

十

八

度

長

て

い

る

と

一

五
日
午
後
一
時
か
ら
肱
川
橋
主
流
で
開
一
温
六
度
と
冷
た
い
肱
川
で
元
気
に

1
7
7
Fつこ
と
は
、
一
毎
月
雪
ニ

E
E家
庭

の

日

」

一

の

誌

の

と

お

り

で

す

。

苛

3
3

一
き
は
三
十
度
前
後
が
棄
と
さ
れ
て
い
一

か

H
i
-
-ぎ岳
民

神

伝

流

の

宣

告

瓦

物

日

時

一

で

γ院を
つ
ぐ
る
と
と

2
4
日ザ

F
E
E
t
z一ま
Y
E
t
i

泳
脳
会
主
の
熊
宣
告
に
指
工
事
水
泳
上
の
注
意
が
あ
り
そ
の
後
一
後
一
線
級
が
委
へ
一
み
ん
な
の
責
任
で
そ
の
こ
と
を
一
人

7J

一

伝

一

日

uvG一
ス
ト
ブ
毒
つ
む
家
庭

Zく
な
っ
一

れ
て
い
る
古
代
日

E
Z一伸一
E
Z
E
E
-
グ

之

坊

の

夢

に

向

っ

一

一

人

が

自

覚

レ

d
mじた
役
割
を
一
転
出
証
明
書
、
国
民
年
金
手
帳
、
国
一

1
Z日
中

央

病

院

④

4551一
て
き
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
遅
主

存

と

体

力

つ

く

り

な

ど

音

信

、

成

一

師

範

に

よ

る

謀

長

行

主

統

一

級

麟

物

て

T
i
l
iまし
ょ
う
。
そ
し
て
一
月
健
康
保
険

3
5
4
二2
月

[

白

タ

夕

一

百

門

比

弓

門

η与ωι臼M日ぷ長誤
引
主
日
民
引
一
~
ぶ4JD記U主一

い…九詰吋詰詰吋臼h
町立コ日詰詰日斗品詰コ詰詩詐町問R出町肝巳UUι訂訂h日口五いUι口旦一川日h
U引訂U引Urμ山伊口日いH語江詩詑詩吋詰日日日口日日U幻叫詰川叫印世刊悶梓弓立司げ守立υ刊立吐ユ一欄臨凱轍轍馴門許h目川ド号一甘百吋均寸

す

ρU子会合μ柱は
市
再
内
の
忠
小
学
霊
笠

(ι
女
毒LのL一
日

出

町

民

日

位

協

級

協

一

十

三

日

目

U
H
U
K
U
H
U
H
-料
領
収
票
、
国
間
健
一
…
山
日
巾
べ
病
院

A551一
h日
開

封

注

目

一

子
二
人
を
含
む
)
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
流
の
妙
技
を
ひ
ろ
う
し
て
お
お
ぜ
い
の
一
も
の
で
あ
り
ま
す
o

渇

か

く

見

守

り

、

一

ま

し

ょ

う

。

一

康

保

険

被

保

険

者

証

、

印

炉

、

一

ヂ

却

日

ナ

ナ

一

が

大

切

で

す

。

一

愛
媛
大
学
水
泳
部
員
、
水
泳
協
会
員
な
見
切
¥
を
菖
ば
せ
ま
し
た
o

一

や

さ

ノ

ミ

声

を

か

け

て

や

り

、

そ

し

て

一

一

O
転

居

す

る

場

合

一

診

療

時

間

午

前

8
時
半
、
t
午

後

尽

時

一

四

国

電

力

大

洲

常

業

所

一

一
帝
政

の

窓

(2) 

み
ん
な
の
幸
せ
を
一

人

人
が
考
え
よ
う

市
農
民
税
の
申
告
時
正
し
く

申

告

期

限

3
月

間

日



大
洲
市
川
い
野
町
野
田
稲
閏
孝
一
衣
類
=
一
+
点
(
年
末
た
す
け
あ
い
運
一

=

干

万

円

(

青

比

一

返

し

)

一

動

)

一

大
洲
市
柳
沢
藤
岡
正
己
一
一
的
京
第
五
高
等
学
校
生
徒
会
一

二
十
万
円
(
香
典
返
し
)
一
大
学
ノ
i
ト
五
十
冊
(
任
宋
た
す
け
一

大

州

市

大

洲

水

回

得

喜

一

あ

い

運

動

)

一

十

五

万

円

(

香

典

返

し

)

一

大

洲

市

八

多

喜

青

年

間

一

大

洲

市

大

洲

小

間

正

通

一

代

表

者

楠

野

茂

利

一

二
万
円
(
交
通
事
故
に
よ
る
全
快
祝
一
大
淵
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

二
十
歳
に
な
る
と
、
そ
の
日
か
ら
大
一
け
が
な
ど
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
っ
た
と
き
一
も
自
動
的
に
芳
一
わ
り
ま
す
O

ザ

ず

の

う

え

権

威

で

あ

る

シ

l
ボ

ル

ト

の

再

来

一

引

い

)

一

1
1
1
1
1
1
1
!ー

ー

一

人

と

レ

て

、

多

く

の

権

利

が

伺

ら

れ

、

一

は

「

障

害

年

金

、

「

母

子

年

金

」

な

一

年

金

額

が

常

斗

か

ど

う

か

を

糾

え

ず

検

に

際

し

て

は

、

親

し

く

そ

の

同

学

(

犬

訓

市

喜

多

山

寺

島

勝

利

一

原

付

自

転

車

な

ど

の

一

三
E

周

時

に

義

務

も

諜

せ

ら

れ

ま

す

。

一

ど

を

受

け

る

と

と

が

で

き

ま

す

。

一

討

し

で

い

る

の

で

、

笠

宮

の

目

減

り

と

せ

き

l
)
に

接

レ

閉

さ

ん

を

重

ね

、

十

万

円

(

病

気

見

舞

い

返

し

)

一

所

有

者

が

変

わ

ワ

た

↑

勾

一

国

民

主

に

加

入

す

る

こ

と

も

、

そ

一

最

近

の

臼

否

、

開

界

で

も

指

折

り

一

い

う

と

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

叫

暮

需

帯

詩

府

顧

富

閥

シ

|

ボ

ル

ト

の

通

訳

大

洲

市

大

川

州

山

福

山

宋

好

一

と

き

は

申

申

里

u

ん片

l
一
の
ひ
と
つ
で
す
O

r

一
の
長
寿
一
国
国
に
な
り
ま
し
た
o

一て一保保医m判
斜

什

は

月

阿

獄

空

削

平

千

百

円

(

聞

和

五

も

務

め

ま

し

た

。

そ

の

後

、

甘

幕

棉

府

の

二

万

円

(

お

か

げ

様

霊

}

運

理

到

聖

中

積

似

笠

立

金

)

一

一

一
コ

7
ロ
y
パ
や
ア
メ

y
カ

の

著

者

も

一

こ

れ

は

、

医

学

の

進

者

、

霊

保

一

士

年

四

月

か

ら

は

千

四

百

円

)

で

げ

誤

解

偏

見

の

た

め

に

四

か

年

投

雲

大

草

花

園

会

面

婦

人

会

一

原

動

機

付

自

転

車

や

小

型

持

致

事

一

和

一

み

ん

な

年

金

に

加

入

し

て

い

ま

す

。

一

険

の

普

及

、

食

生

活

の

改

需

な

ど

に

よ

一

ほ

か

に

月

四

百

円

の

付

加

開

険

料

亭

-

州

市

れ

ま

レ

た

が

、

そ

の

間

夜

、

関

警

の

代

表

者

同

回

一

一

義

正

一

軍

(

棲

耕

作

業

用

)

宇

一

取

得

し

た

と

き

一

昭

一

国

民

年

金

制

度

は

、

著

い

と

き

か

ら

一

る

た

め

で

す

。

一

を

と

、

よ

り

多

ι同年
金

重

け

翻

訳

ゃ

、

重

の

衛

生

、

病

因

取

扱

一

方

五

千

二

百

七

十

六

円

(

お

か

げ

一

ま

た

は

Z
Z更
し
た
と
き
は
、
十
一

月
々
保
険
制
を
納
め
て
、
老
後
の
保
障
一
そ
う
な
る
と
、
な
お
さ
ら

Z
2る
こ

と

が

で

き

ま

す

い

改

善

意

見

言

上

申

し

て

寸

豊

富

動

積

立

金

)

一

五

回

以

内

に

、

降

車

譲

り

渡

し

た

と

一

不

測

の

事

故

な

ど

に

備

え

て

、

生

活

の

一

活

を

考

え

て

、

若

い

と

き

か

ら

準

備

を

一

い

ま

す

ぐ

、

加

ス

い

た

レ

ま

し

ょ

う

惜

し

み

勉

学

と

誠

意

を

尽

く

し

ま

し

一

き

は

三

十

日

以

内

に

、

そ

れ

ぞ

れ

申

告

一

-

i

大

州

市

平

野

町

野

田

一

保
障
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
一
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
イ
長
一
ご
う
、

ρ他
詐
し
い

ι日
に

つ

い

た

。

代

表

者

河

野

降

義

一

を

し

て

く

だ

さ

い

。

二
十
歳
に
な
っ
た
ぼ
か
り
の
若
い
人
一
国
民
年
金
は
欧
米
な
み

ι
Fし
穴
一

-
L
E
o
f年
点

へ

;

い

合

わ

慶

応

三

年

十

一

月

政

府

の

命

に

よ

一

万

主

千

円

(

年

末

こ

す

す

あ

い

募

一

こ

の

申

告

の

手

続

き

に

必

要

な

も

の

た
ち
の
中
に
は
、
年
金
に
つ
い
て
関
心
一
物
価
ス
一
ア
イ
ド
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
一
せ
く
だ
さ
い

1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1

一

7

b

一
援
の
と
お
り
で
す
o

が

き

、

実

際

に

年

金

を

も

ら

う

の

は

ず

ら

物

悩

の

変

動

に

応

じ

て

町

議

一

三

月

三

日

庄

の

交

付

寺

つ

け

た

十

五

歳

以

上

の

一

霊

科

目

木

工

、

喜

一

金

)

一

一

、

新

規

に

取

得

し

た

場

合

遠
い
将
来
の
こ
と
で
あ
り
、
老
震
の

L

i

-

-

l

i

l

-

-

一

霊

百

四

十

人

(

一

一

年

号

、

農

業

者

一

①

願

書

、

履

歴

書

室

終

学

校

の

而

接

試

験

方

で

語

障

害

ま

た

は

伝

染

性

の

病

一

震

県

南

部

障

害

者

更

生

指

導

所

一

大

洲

市

喜

四

国

電

力

内

一

取

得

し

た

富

機

付

自

転

車

や

一

一

一

一

一

上

一

日

l

一

大

洲

喜

多

地

夜

間

盟

一

と

を

真

剣

に

ぢ

え

よ

う

と

し

な

い

傾

向

一

一

課

程

五

十

人

(

一

年

間

)

、

計

百

九

十

一

卒

業

証

問

書

ま

た

は

卒

業

見

込

み

証

一

六

、

そ

の

他

言

レ

い

こ

と

は

農

業

委

員

一

気

に

か

か

っ

て

い

な

い

方

(

育

人

槙

抱

一

職

掌

司

神

不

自

電

気

配

い

芳

、

編

一

一

ト

型

特

殊

向

動

車

、

印

綬

免

許

が
あ
り
ま
す
o

一

県

立

麗

畿

大

学

校

学

生

蕃

集

一

人

の

学

生

霊

安

の

と

お

り

行

い

ま

一

明

書

及

び

成

績

証

明

書

③

一

戸

籍

抄

一

会

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

o

一

セ

ン

タ

ー

は

新

制

中

学

ま

た

は

同

等

以

一

物

一

代

表

者

杉

本

車

一

証

。

一

一

一

一

一

一

ー

ー

ー

1

1

1

1

1

1

一
十
四
万
五
平
八
十
六
円
(
年
末
チ
ヱ

し

か

し

、

年

金

は

、

速

い

未

来

専

一

一

す

の

で

多

類

受

験

さ

れ

る

よ

う

お

切

ら

一

本

④

健

康

診

断

書

⑤

写

真

E
l
i
-
l
i
l
i
-
-

一
上
の
学
力
の
あ
る
方
で
す
o

)

一

一

一

二

、

霊

す

る

と

き

(

使

用

不

能

に

な

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

o

Z県立
農
業
大
学
校
で
は
農
業
一
重
量
の
推
進
力
と
な
る
震
喜
一
せ
し
ま
す

o

一

自

家

農

業

書

調

書

一

更

生

霊

長

官

地

支

一

入

所

期

間

一

年

ま

た

は

二

年

一

昔

ご

こ

ろ

銀

行

一

紅

巳

計

守

金

)

一

っ

た

と

き

て

市

外

の

人

草

加
入
し
て
一
年
た
つ
と
、
病
気
ゃ
、
一
の
専
門
知
識
及
び
技
術
警
完
三
者
を
養
成
す
る
た
め
こ
、
農
業
指
導
在
一
一
、
員
こ
必
由
主
な
書
類
一
二
、
受
付
期
間
一

t
j
d一
二

仁

一

入

所

時

期

間

月

一

一

一

渡

し

た

と

き

、

市

外

へ

転

出

す

る

』

一

、

、

h
i
E
A
!
?、
、
ト
ト
い
ト
ミ

E

一
一
月
二
十
同
日
か
ら
一
一
月
十
昔
ま
一
入
所
生
募
集
中
一
入
所
手
続
入
所
希
望
、
そ
の
喜
一
次
の
よ
う
に
多
く
の
か
た
が
た
が
、
一
事
支
部
大
削
喜
多
ブ
ロ
ッ
ク
一

一

の

所

索

、

一

定

額

以

上

あ

る

場

一

刷

両

穴

た

い

の

二

分

の

一

以

上

失

一

で

一

一

し

い

こ

と

は

二

月

二

十

日

ま

で

に

一

童

謡

祉

事

業

の

た

め

に

宣

て

て

く

一

代

表

者

富

稔

一

標

識

(

霊

が

な

い

場

合

は

、

福

祉

手

当

一

の

一

一

一

、

ド

の

節

回

一

ペ

肝

機

能

に

殴

っ

て

い

る

こ

一

三

十

日

間

開

口

町

一

五

五

一

一

一

一

七

諸

問

Hd百九
時
一
九
時
暗
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
一
日

U
H
H
U軒
目

一

百

特

叫

時

)

一

三

日

目

十

日

目

い

た

場

合

一

重

官

署

ζ

は
、
次
の
霊
長
一
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
一
愛
媛
県
立
農
業
穴
学
校
事
務
局
一
を
収
容
し
、
入
所
事
自
ら
進
ん
で
そ
一
施
設
名
一
ま
す
o

敬

語

一

大

州

市

喜

吉

岡

高

一

譲

り

渡

し

人

と

譲

り

受

け

人

の

認

定

請

は

お

済

み

で

す

か

す

る

程

度

の

状

態

に

あ

る

た

め

正

一

有

す

る

も

の

一

回

、

願

書

提

出

の

方

法

一

の

障

害

を

克

服

し

て

、

す

み

や

か

に

社

一

震

県

身

体

壁

君

主

導

所

一

一

万

五

千

1
i巾
r
L川
崎
直

γ
!
一
印
鑑
、
ー
し
た
原
動
機
付
自

一
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
企
伊
)
必
要
一
同
前
一
宣
伝
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
↑
入
学
志
願
者
は
、
関
係
書
類
を
と
一
会
経
済
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
一
職
抽
出
動
線
科
目
・
電
気
、
時
計
修
理
一
一
転
車
な
ど
と
譲
り
受
け
人
の
免
許

J
日

刊

誌

目

立

川

町

J
一

日

一

時

比

明

日

以

内

同

首

位

訪

問

一

民

自

弓

守

通

じ

て

期

一

民

間

流

山

間

日

日

日

一

七

日

目

万

円

タ

イ

プ

一

明

る

い

く

ら

し

の

設

計

一

四

、

肝

で

の

住

所

を

夜

更

し

た

と

き

昔

時

一

日

目

肝

心

一

」

状

時

間

十

和

が

C

O
一

一

一

括

u
r日
目

当

」

詩

午

前

九

時

か

ら

一

守

す

る

よ

う

に

努

め

る

更

生

霊

で

一

A守
目

あ

ん

ま

こ

簡

易

保

険

新

加

入

運

動

実

施

中

一

旬

、

新

需

の

確

認

で

き

る

ま

た

は

特

別

児

蓑

扶

養

宇

当

喜

一

以

下

の

も

の

一

日

常

生

活

の

用

を

達

す

る

こ

と

が

一

学

科

試

験

一

入

所

者

の

資

格

は

「

身

体

障

害

者

手

一

愛

媛

県

ろ

う

あ

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

一

五

、

直

の

変

更

を

す

る

と

き

け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一

ω
霊

の

聴

力

が

霊

吉

宗

一

で

き

な

い

程

度

の

も

の

一

1
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
I
1
i

一
郵
政
省
で
は
、
大
蔵
省
。
文
部
省
・
一
子
さ
ん
の
教
育
、
老
後
の
生
活
な
ど
の
一
変
更
す
る
願
望
宮
一
転
車
、

規

定

か

適

用

さ

れ

ず

、

両

制

度

か

一

て

も

音

声

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

一

似

精

神

の

障

害

が

あ

っ

て

、

前

各

一

一

で

そ

れ

ま

で

の

詐

つ

な

ぎ

4
の
役
割
を
一
自
治
省
な
ど
の
後
援
、
全
国
知
事
会
e

一
準
備
室
E
と
し
て
、
明
る
い
く
ら
し
づ
一
印
鑑
、

何

ら

自

民

十

九

日

じ

よ

了

き

耳

目

著

し

い

障

一

日

間

以

上

レ

認

め

ら

れ

る

一

母

子

保

健

シ

リ

l
J

一

品

目

立

品

目

一

見

当

時

三

RHUM-堅実
に

一

在

笥

明

日

ト

明

日

伊

炉

提

出

目

白

一

例

答

日

止

は

ね

て

の

指

を

欠

く

一

J
H日出
口

町

駅

一

初

執

を

必

ず

の

ま

せ

ま

し

ま

つ

一

日

明

日

目

立

引

け

江

戸

長

引

計

十

一

て

持

十

九

時

時

計

川

一

一

町

民

間

七

日

制

点

目

生

省

令

で

定

め

る

施

設

に

収

雪

〔

}

一

も

の

一

重

複

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

そ

の

一

一

赤

ち

ゃ

ん

を

丈

夫

に

育

て

る

た

め

に

一

加

ス

運

動

L

を
実
施
し
て
お
り
主
9
0

一
り
し
て
い
る
雲
市
、
六
兆
円
を
知
与
え
一
還
し
で
な
け
れ
ば
税
金
が
か
か
り

れ
て
い
る
と
き
。
一
同
両
下
し
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
一
状
態
か
前
宣
言
間
程
度
以
上
と
一
近
ご
ろ
母
乳
の
見
直
し
が
さ
か
ん
に
一
内
で
吸
収
さ
れ
な
い
で
、
腸
の
粘
膜
に
一
は
、
お
母
さ
ん
方
の
決
意
に
か
か
っ
て
一
こ
の
運
動
は
一
学
校
、
皇
七
、
道
路
の
建
設
な
ど
、
建
一
ま
す
。

判
本
人
の
所
得
及
び
扶
養
義
務
者
一
の
一
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
一
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
栄
養
護
、
安
全
一
ペ
シ
キ
の
よ
う
に
張
付
い
て
、
喜
界
(
一
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
う
一
度
母
乳
の
一
明
る
い
く
ら
し
"
つ
く
り
の
一
か
で
住
み
よ
い
芸
を
つ
く
る
た

E
l
i
-
-

一
三
、
福
祉
手
当
支
給
の
実
施
機
関
及
一
性
~
経
済
的
、
品
川
理
的
な
面
な
ど
か
ら
一
の
細
菌
や
ワ
イ
ル
ス
の
侵
入
春
防
ぐ
役
一
意
義
を
見
直
し
て
み
ま
し
さ
っ
。
一
お
役
に
た
つ
よ
う
に
、
関
一
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
一
固
定
資
産
課
税
台
帳

一

び

手

続

方

法

一

母

乳

の

優

秀

性

を

強

調

さ

れ

て

い

ま

す

一

割

を

果

た

し

て

い

ま

す

。

一

母

乳

育

児

ス

ロ

ー

ガ

シ

一

係

機

関

の

協

力

を

得

て

広

一

ご

要

望

に

符

え

る

簡

易

保

険

は

二

十

一

の

縦

覧

期

間

が

変

わ

一
福
祉
手
当
の
認
定
請
求
、
支
払
等
京
、
今
回
は
去
る
士
一
月
四
日
に
大
洲
一
乙
れ
は
、
腸
管
局
所
の
受
動
免
疫
と
士
、
了
五
か
月
前
六
遊
間
)
ま
で
一
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
簡
易
一
六
種
類
、
郵
便
局
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
り
ま
し
た

↑
の
事
務
は
、
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
一
市
で
行
わ
れ
た
、
母
子
保
湾
指
導
者
研
一
い
わ
れ
、
持
に
新
生
児
期
で
は
こ
れ
か
一
は
、
母
乳
の
み
で
育
て
よ
う
。
一
保
険
を
お
す
す
め
し
よ
う
一
ご
家
庭
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ
て
、
ぉ
一

一
お
り
ま
す
o

該
当
す
る
と
お
も
わ
れ
る
一
修
会
の
中
で
研
修
し
た
母
乳
の
免
疫
学
一
病
原
性
大
腸
菌
の
感
染
予
防
に
決
定
的
一
二
、
=
五
月
ま
で
は
、
で
き
る
だ
け
主
と
す
る
も
の
で
す
。
一
選
び
い
た
だ
く
た
め
全
戸
訪
問
運
動
主
昭
和
主
十
一
年
度
分
の
固
定
資
産
謀

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
的
意
義
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
一
乳
の
み
で
か
ん
ば
ろ
う
。
一
簡
易
保
険
が
雪
之
の
く
ら
し
に
と
一
す
す
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
格
別
の
一
荷
台
帳
の
震
回
に
供
す
る
期
間
が
、
税

(
電
話
で
の
相
談
も
受
け
て
お
り
一
母
乳
、
持
に
初
乳
の
中
に
は
、
各
種
一
ま
た
、
生
後
二

1
三
か
月
も
す
る
と
一
三
、
四
か
月
以
上
で
も
、
{
畜
却
に
人
工
一
防
乙
ん
で
今
年
で
ち
ょ
う
ど
六
十
年
に
申
し
上
げ
ま
す
。
一
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
四
月
一
白
か
ら

ま
す
。
大
洲
市
役
所
内
福
祉
事
務
一
の
免
疫
抗
体
と
い
わ
れ
る
物
質
が
含
ま
一
免
疫
抗
体
を
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
つ
く
一
ミ
ル
ク
に
切
り
か
え
な
加
で
が
ん
ば
一
な
り
ま
す
。
乙
の
間
皆
さ
ん
の
身
近
か
大
洲
市
内
郵
便
局
一
四
月
二
十
日
ま
で
に
変
わ
り
ま
し
た
の

所

電

話

大

削

判

一

一

一

一

一

番

)

一

れ

て

い

て

、

そ

れ

ら

は

、

ほ

乳

後

、

腸

一

り

だ

す

と

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

る

の

一

ろ

う

。

一

に

あ

っ

て

、

い

ろ

い

ろ

な

事

故

災

害

お

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

(2) 

顧
問
時

日2 U 月轡露草建玉

在
宅

(λ
院
中
も
含
む
)
重
度
障
害

者
に
支
給
さ
れ
る
福
祉
手
当
の
認
定

一
請
求
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
次

一
の
支
給
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
で
ま
だ

一
認
定
の
請
求
を
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方

一
は
早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
、
支
給
要
件

一
福
祉
手
当
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
の

一
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

一
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
一

一
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
一

一
ら
の
方
が
次
の
各
男
の
い
ず
れ
か
に
該
一

号

一

当

9
る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
一

9
一
川
日
本
国
民
で
な
い
と
き
一

3
一
品
、

2
一
軸
拭

助

4

4

{甲車中恭
k
¥

司
、

¥k

り
大
阪
に
上
り
、
大
阪
病
院
草
川
医
学

校
の
開
校
の
こ
と
に
あ
た
り
、
間
治

元
年
コ
一
月
に
は
、
明
治
天
空
の
同
病

院
院
幸
伴
謁
を
印
刷
っ
た
。

明
治
四
年
七
月
大
学
東
校
の
教
授

と
な
り
、
明
治
六
年
二
月
大
阪
病
院

兼
医
学
校
開
設
に
伴
い
同
病
院
に
出

向
、
医
事
教
育
に
努
め
ら
れ
た
。

先
生
の
学
徳
は
高
く
日
本
医
学
会

頭
領
と
称
せ
ら
れ
て
、
世
人
か
ら
景

仰
さ
れ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
明
治

十
年
コ
レ
ラ
の
た
め
二
一
十
九
成
の
若

さ
で
不
帰
の
容
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
の
裂
地
は
、
↓
人
洲
大
禅
寺
に

あ
り
ま
す
。

大

一訓l

瀬市

Z諸指
E測定

史
主ド

ロ I跡

家

植

杉

1可を

iミ

三
澗
家
は
代
々
藩
の
拐
を
専
売
す

る
と
用
的
人
で
し
た
o

先
生
は
父
年

兵
衛
、
母
倉
子
の
子
と
し
て
天
保
十

年
こ
八
三
九
)
こ
の
家
守
生
ま
れ

名
を
周
一
ニ
、
市
再
(
き
)
を
諸
淵
(
も

ろ
ぷ
ち
)
幼
名
を
弁
次
郎
と
い
い
ま

し
た
。
ヘ
弁
次
郎
は
常
磐
井
厳
文
(
い

か
し
ほ
と
)
に
国
学
、
和
歌
を
伯
父

二
宮
散
作
に
医
学
を
、
対
団
関
六
に

武
道
、
関
学
を
学
び
広
く
目
を
世
界

の
大
勢
に
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た

安
政
六
年
(
二
十
一
歳
)
に
医
学
の

写
真
二
階
は
先
生
幼
少
の
制
強
部

屡
で
、
八
一
7

も
そ
の
ま
ま
保
待
さ
れ
て

い
ま
す
o


